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ま 」

斷然

光

る

特色

東郷

製

寫眞

機

は

商工

當局

より

推賞

さ

れ

て

褒賞

狀及

感謝

狀

を

下附

さ

れ

、

○

東郷

製

寫眞

機

は

難

かしい

技術

が

要ら

ず

、

誰

に

で

も

綺麗

に

寫せ

て

、

明るい

處

で

簡單

に

寫眞

が

でき

安い

費用

で

面白く

樂

しめる

もの

で

あり

ます

。

感謝

狀

0

東

鄕製

寫眞

機

は

一切

餘分

の

費用

を

省き

、

實質本

褒

賞

授

與

證

宋

郷

製

嶜

眞

位

に

極く

撮影

に

必要

な

部外

品

のみ

で

製造

し

、

然

も

大量

生産

に

し

て

我社

工場

より

直接

皆様

に

差上

げ

未

す

ので

、

驚く

ほど

安

價

な

ので

あり

ます

。

桒

ボ

政府

僉

鐰

怡

號

束

泳

府

第四

四

發明

博覽會

開設

寺

本

令

趣

eas

贽

円
、

前

記

優

ede

國産

賞

審查

結果

兹
-

本

賞

0

焘製

寫眞

機

は

、

實

に

世界

に

誇る

驚異

的

發明

品

郡
&
D

1k

?

邦

和

七年

五

隆

五日

で

あり

まし

て

、

白

晝現

像

、

暗室

不用

として

唯一

の

專賣

特許

を

得

て

ゐる

もの

我

社

ある

のみ

で

あり

ます

。

近時

我社

の

盛名

を

嫉み

粗

惡

なる

模造

品

を

發賣

し

て

、

全國

ファン

を

惑

はす

もの

が

あり

主

す

が

、

斷然

我社

製品

は

絕對

他社

の

追

隨

を

許さ

ぬ

責

任附

優秀

品

のみ

で

あり

ー

ます

。

六四

政府

より

特許

登

錄

を

受

くる

事

五

十

數種

に

及ん

で

そ

の

優秀

なる

事

を

遍く

内外

に

發揮

いたし

まし

た

。

皆

樣
こんな

美しい

寫眞

が

、

東

鄕製

寫眞

機

なら

誰

に

でも

譯

なく

スグ

寫せ

ます

。

森

製

寫眞

機

は

どんな

初めて

の

方

でも

また

婦人

こども

に

も

容易

に

驚く

ほど

綺麗

に

寫り

未

す

の

が

第

一

の

特色

で

あり

まし

て

耄揭

げた

寫眞

は

みな

東郷

製

寫眞

機

の

愛用

者

が

寫さ

れ

た

も

の

ばかり

です

、

この

他

每月

發行

する

「

趣味

」

誌上

に

は

澤山

美しい

寫眞

が

揭載

し

て

あり

ます

から

一度

よく

御覧

下さい

、

しかも

東郷

製

寫眞

機

を

手

に

し

て

彥間

も

ない

方

が

こんなに

よく

撮れる

の

です

から

驚く

ばかり

です

これ

も

み

ない

か

に

東

鄕製

寫眞

機

が

誰

に

でも

使

ひよく

て

、

よく

寫る

か

と

い

ふ

生き

た

立派

な

證據

で

は

あり

去

せん

ご「
012

影



秉眞寫の ソアフーゴウト

影撮氏
-

峯柳小 「 祭 おいし 樂」

影撮氏 郎 太 惣 川菱 「物靜」

影

rel

の

朝

」

小

幡

德博

氏

撮

影

寫眞

の

たのしみ

寫眞

の

趣味

ほど

面白く

て

爲

め

に

なる

もの

は

他

に

ありきん

、

旅行

や

散歩

に

どんな

美しい

景色

で

も

寫さ

れ

、

家庭

や

日常

の

お

身

の

廻り

を

自介

の

手

で

巧

く

寫し

て

御覧

なさい

。

それ

が

永久

の

記念

と

なり

、

よい

參考

、

生き

た

日記

とも

なっ

て

、

何時

초

でも

樂

し

い

思ひ

出

に

な

り

ます

、

そして

知ら

ず

(

高尚

な

品格

と

豐富

な

趣味

と

智識

と

が

增

してゆ

さま

から

、

實

に

寫眞

の

趣味

こそ

最も

現代

人

に

なく

て

なら

ぬ

興味

ある

、

心

の

糧

な

の

で

あり

ます

。

皆

さよ

も

早く

譯

なく

寫せる

東

鄉製

寫眞

機

に

依っ

て

、

この

興味

多い

寫眞

の

趣味

を

味

はっ

て

下さい

。

「

田園

小

景

」

水

川

照

一

氏

撮

「

砂

遊

び

」

-

本田

廣

元氏

撮

影



ん

で

あ

京

何故

東

郷

製

寫

眞

機

は

て

、

實質

本位

を以て

製造

さ

れ

て

直接

皆様

に

提供

する

の

賛

さ

ゃすねだ

人

さしあげ

現代人

の

人氣

王

?

く

世上

から

その

名

を

謳

はれ

て

ゐる

こと

は

果して

何

を

物

ですか

ら

驚く

べき

安い

値段

で

差上る

こと

が

出來る

の

\\

\

非常

に

好い

趣味

娛樂

品

で

ある

事

\\

\

趣味

を

鼐つ

^

實

用

的

なる

事

一

、

品質

が

確實

なる

事

我社

は

全國

の

樞要

の

都市

に

111

十

有

餘

の

支店

が

あり

、

特

約

販賣

店

は

內地

から

遠く

支那

、

滿洲

、

朝鮮

、

樺太

臺

灣

に

まで

亘っ

て

その

數實

に

夥しき

數

に

達し

て

ゐ

ます

これ

は

實

に

、

寫眞

機

の

優秀

な

こと

、

驚く

べき

安

價

なこ

と

を

器

に

物語っ

て

ゐる

で

は

あり

ませ

ん

か

。

초

た

、

た

論

より

證據

、

トーゴー

ファン

の

數

と

、

美し

い

寫眞

の

出

來榮

へ

と

、

ほた

感謝

の

言葉

を

御

覽

下さい

。

値段

が

非常

に

安

價

なる

事

\\

\

簡單

に

非常

に

よく

營事

皆

樣

から

必ず

滿

足し

て

戴く

品

!

渓

今や

全國津

々

浦

:

で

白熱

的

熱讚

を以て

迎

へ

られ

て

流行

を

極め

現在

聯盟

會貝

は

日毎

その

數

を

增

し

て

雜誌

「

趣味

」

は

毎月

十萬

部

を

印刷

配布

衁月

々

足ら

ない

有

東

寫眞

機

が

優秀

な

計り

で

なく

、

これ

まで

いろ

~

-

の

雜誌

や

新聞

の

廣告

で

、

誇大

的

の

宣

傳

を

し

て

、

注文

し

て

見る

羸恧

な

いかがわしい

品

を

送我社

は

、

斯道

奬勵

の

爲

め

、

月刊

雜誌

「

趣味

」

って

來

たり

、

蚕く使ヘ

ない

不

完奈

な

もの

ばかり

賣る

商

を

發行

し

、

東郷

聯盟

會

を

設け

て

常に

皆様

を

店

が

澤山

雪

ます

、

うです

。

毎月

「

趣味

」

誌上

に

揭載

さ

れる

ファン

の

數

々

の

寫眞

の

何と

立派

な

こと

で

せ

う

、

そして

多く

の

喜び

狀

と

、

安く

て

よく

寫る

その

感謝

の

言葉

を

御

聞き

下さい

ひん

製

皆

樣

の

中

に

は

こんな

鏖皆

や

商品

に

指導

し

て

居り

ます

。

「

趣味

」

に

は

毎月

懸賞

寫眞

の

募集

を

なし

、

美しい

口

繪

面白い

カメラ

は

a

ず

轟

と

お

决め

なさい

に

なる

記事

や

、

研究

指導
、

參考

上

有益

な

もの

ゃ彬鄕製

寫眞

機

は

現代

人

の

人

氣王

と

未

で

いは

れ

て

ゐ

眞隱

コケ

おどし

の

廣告

で

外

觀

を

飾っ

て

何ら

値打

の

ない

品

を

ケ

おどし

の

廣告

で

外

觀

を

飾っ

て

ら

值打

の

ない

晶

を

澤山

滿載

し

て

ゐ

ます

賣り

つける

手段

な

の

です

。

暮

は

、

その

製造

所

や

、

發賣

元

の

必ず

安心

の

できる

所

を

お

選び

なさい

。

6

す

。

寫眞

機

を

買

ふ

なら

必ず

東

鄕製

と

決めよ

せ

う

皆

樣

!

毒

の

花

は

美しい

、

ただ

外

觀

ばかり

美し

そう

に

見せかける

い

ろくな

群小

粗

惡

そして

聯盟

會員

に

は

毎月

美麗

なる

雜誌

「

趣味

」

を

差上げ

すべて

寫眞

關

する

質問

應答
、

批評

審査

など

も

丁寧

親

の

切に

し

て

居り

ます

。

して

ど

に

よ

でも

責任

を以て

技

こう

術

の

奬勵

指導

を

はかり

殊に

初心者

に

は

分り

よく

上手

に

なる

よう

敎

へ

て

居り

ます

、

優

カメ

-

フ

に

まど

は

さ

れる

こと

なく

寫眞

機

は

た

外

觀

だけ

立派

そう

に

見

える

だけ

で

は

何

に

も

なり

ませ

ん

。

そして

堅牢

で

安い

の

が

何より

です

。

我社

は

常に

決して

誇大

的

な

廣告

を

せ

ず

、

むしろ

地味

に

實質

本位

で

信用

と

聲價

と

を

買っ

て

戴い

て

居り

未

す

。

こんなに

美しく

綺麗

に

よく

寫ら

ね

ば

なり

ませ

ん

安心

し

て

注文

の

出來る

我

社

製品

を

寫眞

機

は

買っ

た

後々

ほて

、

寫し

方

左

教

へ

て

吳

れ

、

所

から

買

ふ

べき

で

は

あリ汢せんか

。

買っ

た

あと

で

も

引續

き

絶對

責任

を以て

研究

指導

の

出來

な

出來

た

作品

を

懸賞

應募

さ

れる

よう

なる

機

關

の

撃てる

我東

鄕製

寫眞

機

を

れ

これ

迷

ふ

こと

なく

粗

惡品

を

賣る

所

で

は

1

度

賣り

つけ

たら

、

警

초

せ

ん

、

我祉

は

どこ

1

でも

絕

早く

上手

に

なら

れる

樣

いろ

(

盡

し

た

會社

が

果して

他

に

あり

主

せ

う

か

。

一刻

も

早く

お

注文

下さい

ませ

、

東

鄕製

寫眞

機

は

全國

各地

支店

、

特約

販賣

店

及び

有名

百

貨店

等

に

あり

초

す

ので

、

そこで

よく

御手

にとって

御

覽

下さ販賣

店

で

は

親切

本位

に

說明

實驗

し

て

ゐ

まし

て

寫し

方

よくも

へ

て

居り

ます

。

然し

もし

最

寄

に

そうした

店

の

な

もう

見聖

も

所白

晝現

像

、

暗室

不用

寫眞

機

として

專賣

特許

敲及

實

用

新案

權

五

十

有

餘得

て

ゐる

もの

は

、

日

對

責任

を以て

皆様

の

1

し

て

居り

ます

。

こう

1

本

に

タッタ

1

つ

我社

ある

のみ

です

。

東郷

製

寫眞

機

は

何故

、

茛品

に

し

て

安

價

な

の

世界

に

誇る

我社

の

この

驚く

べき

發明

品

は

、

難しい

技術

を

要せ

ず

、

誰

に

でも

たやすく

寫せ

て

、

面倒

な

手數

も

か

no

ず

簡單

に

わけ

なく

美しい

寫眞

が

出來る

の

と

、

安い

費用

で

永く

樂

しめる

の

般

大衆

的

に

適し

て

ゐる

から

で

あり

ます

この

優秀

な

寫眞

機

は

我社

直

屬

の

工場

に

於

て

卓越

せる

技術

と

睺密

なる

檢査

の

下

に

合理

化

せる

大量

生産

に

よっ

所

は

直接

本社

通信

部

へ

御

申込

下さい

。

ィ

送

品

致し

よす

。

近時

我社

の

盛名

を

嫉み

類似

品

が

澤山

有り

、

は

必ず

左記

の

印

に

御

注意

下

丁寧

迅速

に

御

御

買

求め

の

節

ですから
、

老若男女

を

問

はず

!

さい

。

峁

東

郷

堂

寫

眞

工業

株式會社



型 クツボ

:
トーマス

號

トッヒ
號 サカミ

也 圓 貳
| 圓 壹

附揃

-

ムルイフ )

( 用使 ムルイフ )

大 の 社我 めた の 及普 味趣眞寫 付

-
タツヤ シー ゴウト

て し 博 を讚賞
の 方 大 、 品價廉的 格破 て

つま を 産生的 量

仕奉 の 社我たし 視外度 を 益利て しと 用 究硏御の 者 心初

c ん せまし許 品 . す で ラメカ

の機 眞 寫製郷東

東郷

製

寫眞

機

は

、

レンズ

、

金具

、

皮

類

等

の

材料

を

精芒

、

精巧

なる

構造

·

嚴密

なる

檢

査

により

我社

工場

より

直接

提供

する

もの

で

すから
、

皆様

の

お

滿足

と

讚美

を

頂戴

し

て

居

り

ます

。

殊に

左記

の

圖

の

樣

に

、

器械

の

後

に

どれ

でも

、

覗き

が

つい

て

居り

來

し

て

、

ピン

ト

枠

を

覗く

と

畵像

が

ハッキリ

見え

#

6

すから

ピント

、

位置

を

完全

に

見る

こと

が

出

來未

す

ので

大變

便利

で

あり

主

す

。

イ

で

質

利

價

益

格

111

四

を

他

號號

度

の

也

-

侧

外

追

視

從

(

し

を

附屬品

一

揃

の

内容

現

像

液

1

本

定

着

液

1

本

種

板

11

枚

印

畫紙

、

1

袋

燒

-

枠

1

個

補助

器

1

個

說明書

一

冊

-

ス

削

~

生

峦産す

ヤ

#

6

匱

三四

棋

價

號

號

趣

品

東

郷

製

寫

眞

機

附屬品

は

東

郷

製

寫眞

機

に

最も

適し

た

材料

と

最

も

優良

なる

原料

を

撰ん

で

精製

し

て

あり

ます

から

、

兩者

相

俟

って

その

性能

、

眞價

を

發揮

す

る

譯

で

あり

未

す

から

必ず

兩方

共

御

愛用

の

程

おす

^

め

致し

ま

用

普

大

C

/

及

方



機眞寫 ラバヤジる な快 型小の き 向人万

ー

號ヒ一ュ
號 スイナ

0 Yuuw

2 3

也錢十八圓參

;

( 用 使

編

ムルイフ )

也錢十八

附揃

( }111

吏編

ムルイフ
) '

附 揃

-

號 三

號 四

號 四

トンリフ 調快 る 頗 .1寸 ータツヤツ
-

ロイメーゴウト

携り 張皮本美優裁体 明鮮 も 最 ズンレ
枚二 の ンウラク

重 て しと 用 行旅 · え 堪 に 用 使 き 永 て しに 牢堅 利便帶

o りな 品 の 白勺想理寶

ツヤシ 明鮮 ズンレ .1寸

ー
タツヤ シーロ イメー ゴウト

牢堅 麗美 機眞寫 ラバヤジ のり 張皮本總 · 快涇

-
タ

け まりあ で 品秀優型 小のみ 好代近

す 眞出 ひあ 下 寫 の 通い ここ 押 さて 械 の
先取 向 の の 位 いンりフ 後 すいか まズ 面 東

く

、

機 來 ずり に し が じが と の へ
て 出 の 端 で 枠け ま 溝 置

。

中 ま ア の

。

としづ を 倒郷

分 にる 白 ま 差 終 各 て 大 を シ て こて 中 輕 の て 、 へがヘ す イ ピ そ 思っ 適 向 な 製

る 付 寫晝 す 込っ寫

、

切露 ャ 放 れる で でく 後 充 種 定這 か ソン
し ふか 當 け 裝寫 寫東

を れ

なあ の に 像 取ら に にのい 1 も ヤ で ル げて

つつ
詳出 も 枠 ば は 必 で

ひをうツすムま 引中 で い
込レょこ 覗 スッ 方 台 を ぐら

寫寫
てて 細 來從 の 引皆 要

、

ま開寫タ

ゐ 讀 なま 來 ま 葢附 な 春 し ぃっ !

る 法 書 差 ば 樣 そ を ラヤ stこ 離直 1
、

は

がす 葢心
養てみンく

でき
暴タ向

の 定 に ずし

レ
。

を の 込あ 未

-
ズ

位寫ま 1
へ

上 め 寫

、

た

ンこ 靜黑 みるす の 置 しす
v

に

、

すそ 1
まめ るす の )

を け 露 夏 て て て

丽

すば說

。

樣現

、

て 出秋

、

光 ゐ

0

誰明こ な 像もま) 表冬こ線る

硝

子 開

ズれ か
いま 方

、

葢 を たと

溝す を 種 を きい

、

又 1
ズ を 眞が方 の 方

蘭ン

の 寫事 の も

ので に

れ 書 の 暗 す とり と 各 の を の

に は 譯室 るのま 2 四 長 入 で を

で 各 なを の 通す ふ 季 1
、

れす 指

も 寫 く 用 で )

。

も を 短る

、

で

の

。
レ

板 しめ
、

も 書 は 世 を

、

機 出向 に

-

を
全

溝端 そン

、
はて

て
の 像 上 を 向 寫 を 來 に 向

を し ズ取 後 下 を が 部 開け し 何 まレっ

し
、

器 下 指 て に 枠 方 さ 眞寫 の きまた に す
ン

て

元

向 にの



甫見 影撮

:

冘物

實ー の 號各

ムルーフ

號

別

ツカ

ヒス

號 號

はは

號 號

に に

はは

號 號

號 號

號 號

使 使

號 號

使 使

用 用

.

四

あげ の 因 用 c は 七

りた大 1こい號メ號

の さ 光 し 號コ

司玆ヰす號カ

で 揭ム使ラ

別

名未 もき 明 た E
ィ

。

ともフょ FI

さ 下 應 ま 寸 判 は種

ぃさじす 法 と

、

板

る 御 か を あ 左 分

名

刺

特

製

小
ろ 品 の 新 御 り 來惡

トト

べ

せ 樣希 ら實る
0)

應 の 御大 の 段

くの 用 示

、

b

て 質 で 案 使 ま -上 な
ウ

居 本 御 特用 す 等 製 ゴウ

:

.
b 位 使 許 が の 品 品 1

ゴ

よぉ 用 に 出 で を と フ

す 使 上 な 來

、

使 異 ヰ
.

打
用

打
。

一望

、

物 も 値

も 使 に は 通 こ

打
夠 打

一號 六 號 二

。

ひ簡つま 絕用 ルノ

ト : t · ナミヒ 易 て 亨對い

、
ム

ヰ

いで居

。

安 た 原 は
ル

.

ユナミヒ

十 1 イカツ

ヒスサト

御 を のし 上 の 註

參御 器 て に 何文

照 註械 ぁそ號 の

下文 にり の 何 節

十ク十 14 カツ

ヒスサト

樣便り 取心 し 料 他

錢想 錢號

號

13 1: 利ま 枠

\

し て 1: の
ム

に 利 法 枠 し て に の
ム

な です もて 居 舶粗



品 屬阴 るな

秀優

液 着 定 液 像 現 晝 白
許 特

( トッパ ) 皿 定現

ス

用
一

小 大
13 13 13 m

大中 小 大中 小
皿

十三

-

錢錢 錢錢 錢錢 錢

Ii
、

用 用 用 )

錢錢 錢錢 敗

專本

品

は

世界

的

發明

品

で

あり

熹

し

て

最高

優良

な

現像

液

に

減

戚劑

、

光線

遮

斷劑

を

混入

し

て

あり

ます

から

、

暗室

を

要せ

ず

明るい

所

で

寫眞

を

仕

優

-

艮

印

畵

紙

値

段

表

電氣

燒

用

十

枚

入

(

小

ベスト

判

)

1

袋

十

錢

十

五

枚

入

(

ポケット

判

)

1

袋

十

錢

十

11

枚

入

(

ベスト

判

)

1

袋

十

五

錢

十

枚

入

(

名

刺

判

)

1

袋

十五

錢

上げる

事

が

出來

ます

。

本

液

は

化學

的

作用

で

白色

の

藥品

を

赤色

に

し

た

白

の

です

から

染料

の

樣

に

絕對

に

色

の

着く

樣

な

心配

が

あり

#

6

せん

皇

現像

液

が

特許

を

受け

て

ある

の

は

本

品

のみ

で

あり

ます

から

お

買

求め

の

琴際

は

專賣

特許

「

トウゴー

白

晝現

像

液

」

と

御

指定

象

下さい

。

尚

本

品

は

濃厚

に

なっ

て

居り

#

6

すから

御

使用

の

際

は

六

倍

に

うすめ

て

御

使用

下さい

。

トウゴー

現像

補助

器

本

器

を

彻使

用

に

なれ

ば

小量

の

液

で

も

畵像

の

進行

を

見

ら

現像

が

出來ま

それ

に

操作

上

の

失敗

が

少

トウゴー

白

晝現

像

液

ない

から

非常

に

經濟

で

便利

で

ござい

ます

。

(

ポケット

用

)

號

(

41

スト

用

)

號

(

ペスト

用

)

大

一

本

二十

錢

十十十

二十

シトウゴ

-

白

晝定

着

液

11

三號

(

名

刺

判

用

)

大一

本

十五

錢

錢

トウゴーカッブ

(

に

便利

うす

:

9

)

一個

11

+

錢

トウゴー

特製

刂

ふ

..

雲

一個

八十

錢

現

像

フィルター

(

濾光

器

)

スト

判

用

名

刺

剼

用

キャビネ

判

用

紫外光

線

の

强

い

海邊

山

岳雪景

色

高原

等

の

撮影

に

は

是非

必要

です

一枚

十三

一枚

二

十五

一個

三十

錢

大

1

枚

三十

錢

定

着

アッタチメント

(

近距離

撮影

レンズ

)

小

一枚

十

11

錢

中

一枚

二

十五

錢

大

1

枚

三十

錢

一

組

三

十五

錢

名

刺

判

用

一
、

尺

五寸

膨

!!

組

四個

箱

入

二尺

五寸

用

-

壹

圓

キャビネ

判

用

也

新

現

定

皿

四號

及

七號

用

各

寸

共

一個

賣

二

十五

錢



品

屬附る
!

な
秀優

機 眞 寫

用

些 錢錢 錢錢 錢

器伸引る な 單簡 用使

柢 畫

八五三二十
まな

錢錢錢錢錢
3

ソフト

製

111

段

用

名

刺

判

一袋

三十

錢

一袋

四十

錢

一袋

五十

錢

六

枚

入

ナイス

號

特

\

别

3

\

キャビネ

判

伸

手札

判

一個

八十

錢

六

枚

入

ューヒ

號用

六

枚

入

一個

九十

錢

11

優

上

製

手札

判

用

皮

月
一

六

枚

入

·

1

袋

四十

錢

特製

引伸

印

畵

紙

4

用

一袋

三十

錢

ナイス

號用

一

個

圓

ケ

ューヒ

號用

一

個

1

圓

三

十

錢

|

|

I

六

枚

入

特

上皮

製

上

製

手札

列

一個

11

キャビネ

、

手札

1

固

五

圓

ス

リード

號用

ヒイロー

號用

P1

號

(

名

刺

判

用

)

一個

一

圓

二十

錢

木製

特製

二段

伸

同

三

段

伸

金屬

製

(

三

段

伸

)

誰

に

でも

介り

よく

、

すべて

撮影

法

の

コツ

を

詳細

に

記し

た

、

眞

に

重蹇傍卷

!

圓

二十

1

圓

八十

錢

11

圓

五十

錢

寫

眞

上

達

の

手

引

三

一

本

一

册

五十

錢

脚

引伸

の

部

十

三脚

袋

製

1

皮

個

七

錢

(

金屬

製

用

木製

用

共

)

良い

原板

が

出來

まし

た

時

は

、

後々

まで

の

記念

として

是

非

引伸し

て

大きな

寫眞

として

室

飾り

、

掛額

など

に

な

さ

る

樣御

奬め

いたし

ます

。

引伸

御

注文

の

方

は

原板

を

必ず

御

送附

を

願望
6

す

。

名

刺

1

枚

十五

錢

手札

1

枚

11

十

錢

キャビネ

、

一

枚

三

十

錢

八

ッ

切

一枚

五十

錢

四

ツ

切

1

枚

八十

錢

液

溫

(

現像

液

温

を

計る

に

便利

な

)

-

個

..

'

..

+

.

錢

計



! 現出
の ラメカ

箇 冊 冊

二
七十 十一一一 一

圓 錢錢 錢錢錢錢

ズ

| |

枠

ー

枠

-

枠
中小

六 各

個個

ー

組 個個

十一 二 一 十 十二

錢錢 錢錢 錢錢

變型

マスク

七

號型

用

錢

判

兼用

六

枚

入

一

組

八

枚

入十

紙

-

東

十五

錢

|

アルバム

並製

-

燒枠

カラス

マスク

:

三

十五

錢

-

名

刺

判

用

燒

枠

一册

二

十

五

錢

1

個

上

製

1

册

十

五

錢十錢

二十

錢

11

十

錢

二

十五

錢

十

錢

一

個

(

ガラス

製

)

三十

錢

メイコー

アルバム

二

十五

錢

十五

錢

乾燥劑

-

箇

十

錢

焦點

布

一枚

七十

錢

一

個

(

ガラス

製

)

る

11

趣味

綴

込

表

紙

1

册

木製

燒

枠

並

レリーズ

11

上

レリー

「

し

1

パック

ホルダー

リード

號用

ヒイロー

號丿

變型

マスク

一

、

二

、

三

、

四號

型

用

1

組

十

枚

入

寫眞

趣味

の

普及

と

奬勵

よい

趣味

誰

に

でも

必ず

ょく寫る

の

が

我が

東郷

製

寫眞

機

の

生命

に

し

て

寫

る

まで

責任

を以て

親切

に

教

へ

て

上げる

の

が

我社

の

モットー

な

の

です

。

寫眞

機

に

は

、

讀め

ば

すぐ

外

る

詳細

なる

說明

書

が

附け

て

あり

ます

から

どんな

遠方

の

方

で

も

、

ひとりでに

撮影

出來

ます

が

、

我社

の

通

信販

賣

部

及び

杂國

販賣

店

で

は

、

どんな

御

質

問

に

も

よく

分る

やう

に

答

へ

ます

から

、

安心

し

て

御

注文

が

出

來

«

H

す

。

更に

我社

で

は

毎月

「

趣味

」

と

云

ふ

有益

な

雜誌

を

發行

し

研究

の

參考

技術

の

奬勵

に

資し

、

懸賞

寫眞

募集

等

を

催し

て

居

ます

。

尙悉

聯盟

會

を

組織

し

會員

に

は

毎月

「

趣味

」

を

無

代

差

45

よす

、

聯盟

會

規約

及び

聯盟

會

申込

書

は

、

各

寫眞

機

に

皆添ヘ

て

明光

製

寫

眞

材料

專賣

特許

·

明光

現

像

異カ

精巧

.

輕快

。

スマート

近代

科學

の

粹

を

集め

し

超

弩

級

品

各種

其他

寫眞

機

に

關

する

質問

は

何

でも

親切

に

お

答

へ

いたし

また

寫

眞

の

批評

審査

など

も

い

た

す

機

關

を

設け

て

我が

東郷

製

寫眞

機

愛

用

者

の

為

め

に

いろ

(

盡

し

て

居り

ます

が

、

どうぞ

博く

彻利

五圓

より
、

詳細

は

別

册

カタログ

に

あり
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